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と
め
と
展
望

１　

戦
後

─
消
え
た
国
外

戦
後
、
柳
田
は
『
先
祖
の
話
』
や
『
新
国
学
談
』
三
部
作
に
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
が
、『
新
国
学
談
』
に
「
窓
の
灯
」
と

い
う
欄
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
柳
田
は
そ
こ
で
自
分
の
所
感
を
書
き
と
め
て
い
る
。「
昭
和
二
〇
年
の
歳
末
」
と
あ
る
「
四　

民
間
伝

承
の
会
消
息
」
と
い
う
文
章
も
そ
の
一
部
で
あ
る
。
そ
こ
で
柳
田
は
古
稀
記
念
会
に
つ
い
て
こ
う
書
い
て
い
る
。

一
番
心
苦
し
く
感
じ
た
こ
と
は
、
そ
の
雑
誌
の
中
に
、
私
の
七
十
歳
を
記
念
す
る
講
演
会
や
特
輯
号
、
大
き
な
記
念
論
文
集
の
計

画
な
ど
が
、
花
々
し
く
公
表
せ
ら
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
結
構
な
ま
た
学
問
の
た
め
に
も
利
用
し
得
ら
れ
る
企
て
で
は
あ
つ
た
が
、

自
分
は
わ
ざ
と
前
以
て
知
ら
さ
れ
ず
、
其
計
画
に
口
を
出
す
こ
と
が
で
き
な
か
つ
た
。
聞
い
て
喜
ん
で
そ
い
つ
は
痛
快
と
い
つ
て

は
見
た
も
の
の
、
実
は
そ
の
頃
に
も
も
う
此
計
画
は
影
が
薄
か
つ
た
。（
中
略
）
善
後
策
と
し
て
は
こ
の
三
つ
の
事
業
の
う
ち
、
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比
較
的
緒
に
就
い
た
論
文
集
だ
け
を
、
何
と
か
物
に

し
て
世
に
残
さ
せ
た
い
と
、
今
日
は
蔭
な
が
ら
苦
心

し
て
ゐ
る（

1
）。

戦
時
下
の
用
紙
難
で
難
渋
し
て
い
た
記
念
論
文
集
は
、

そ
の
後
、『
日
本
民
俗
学
の
た
め
に
：
柳
田
国
男
先
生
古

稀
記
念
文
集
』
全
十
輯
（
内
、
七

−

九
は
合
本
）
と
し
て

一
九
四
七
年
二
月
か
ら
一
九
五
一
年
十
月
ま
で
六
人
社
に

よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
が
、
し
か
し
執
筆
者
は
す
べ
て
日
本

人
で
あ
っ
た
。
気
に
な
る
の
は
戦
後
早
々
、
柳
田
に
お
い
て
古
稀
記
念
会
の
四
項
目
が
「
講
演
会
」「
特
輯
号
」
と
「
記
念
論
文
集
」

と
い
う
「
三
つ
の
事
業
」
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
下
っ
て
『
民
間
伝
承
』
一
一

−

六
・
七
（
一
九
四
七
年
八
月
）
の
編
輯

後
記
で
も
「
三
大
計
画
の
う
ち
本
誌
を
通
し
て
の
会
員
の
共
同
課
題
、
採
集
も
（
中
略
）
一
方
全
国
講
演
会
の
方
は
（
中
略
）
も
一
つ

の
記
念
文
集
の
方
は
（
後
略
）」
と
あ
り
、
戦
前
最
も
積
極
的
に
進
め
ら
れ
て
い
た
国
外
民
俗
学
大
会
は
消
え
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

復
刊
第
一
号
に
あ
た
る
『
民
間
伝
承
』
一
一

−

一
（
一
九
四
六
年
八
月
）
で
は
一
九
四
六
年
七
月
一
日
に
改
正
し
た
民
間
伝
承
の
会

会
則
を
載
せ
て
い
る
（
図
2�
）。
そ
こ
に
も
う
日
本
以
外
の
地
名
は
見
ら
れ
な
い
。
岡
部
理
は
消
え
、
大
間
知
篤
三
、
直
江
広
治
、
金

関
文
夫
は
と
も
に
「（
東
京
）」
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
と
き
、
彼
ら
は
ま
だ
日
本
に
帰
っ
て
い
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
一
九
四

五
年
一
月
の
会
則
に
掲
げ
ら
れ
た
「
国
外
民
俗
学
会
と
の
提
携
連
絡
」
も
「
会
の
目
的
」
か
ら
削
除
さ
れ
た
。

二
ヶ
月
後
、
古
稀
記
念
会
の
特
集
号
の
主
題
に
基
づ
い
て
再
調
査
の
結
果
を
集
め
た
「
婚
姻
号
」
が
発
行
さ
れ
、
橋
浦
泰
雄
は
「
同

人
大
間
知
・
直
江
其
他
諸
氏
が
国
外
か
ら
次
々
と
無
事
に
帰
国
し
、（
沢
田
四
郎
作
博
士
も
無
事
の
由
）
一
方
在
京
中
堅
同
人
間
に
民
俗

学
行
動
隊
な
る
も
の
が
組
織
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
昨
今
学
界
は
と
み
に
活
気
づ
い
て
ゐ
ま
す
」（

2
）と
報
じ
て
い
る
。

図23　「民間伝承の会会則」（1946
　年7月1日改正）
出典：『民間伝承』11－1、1946年 8月、34
　頁。
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国
外
に
い
る
民
俗
学
者
が
次
々
帰
国
し
、
日
本
民
俗
学
も
次
第
に
活
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
。
太
田
陸
郎
は
す
で
に
戦
時
中
に
亡
く

な
り
、
大
間
知
篤
三
は
日
本
に
引
揚
す
る
際
す
べ
て
の
資
料
、
手
記
と
書
籍
を
失
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
帰
国
後
、
中
国
に
関
す
る
発
表

は
ほ
と
ん
ど
せ
ず（

�
）、
も
っ
ぱ
ら
満
洲
の
民
族
調
査
で
体
得
し
た
調
査
法
を
駆
使
し
て
、
隠
居
を
中
心
と
し
た
家
族
制
度
の
研
究
に

力
を
注
い
で
い
っ
た
。

三
人
の
中
で
、
中
国
に
対
す
る
関
心
を
保
っ
た
の
は
直
江
広
治
だ
け
で
あ
る
。
彼
は
帰
国
し
て
か
ら
中
国
に
関
す
る
文
章
を
書
き
続

け
て
お
り
、
と
り
わ
け
戦
時
下
北
京
で
の
経
験
を
生
か
し
た
中
国
民
俗
学
史
の
論
文
は
関
係
学
界
で
高
く
評
価
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
柳

田
の
理
論
に
徹
す
る
姿
勢
で
大
著
『
屋
敷
神
の
研
究
』
を
な
し
た
が
、
同
時
に
「
比
較
民
俗
学
」
の
提
唱
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
代
表
的
な
も
の
は
「
八
月
十
五
夜
考
」（
一
九
五
〇
年
六
月
二
七
日
付
）（

�
）で
あ
る
。
そ
こ
で
、
南
島
、
朝
鮮
の
例
を
あ
げ
て
、

「
内
地
の
年
中
行
事
更
に
そ
の
背
後
の
信
仰
生
活
を
考
え
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
水
稲
が
こ
の
国
に
持
ち
込
ま
れ
た
以
前
の
、
先
々
の

土
地
で
の
稲
作
行
事
を
綿
密
に
跡
付
け
て
比
較
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
し
あ
た
り
南
島
、
そ
れ
か
ら
台
湾
、
更
に
南
方
の
マ

ラ
イ
シ
ヤ
で
あ
る
が
、
一
方
朝
鮮
か
ら
華
中
、
華
南
更
に
印
度
支
那
へ
と
、
次
々
に
た
ど
つ
て
行
く
こ
と
も
必
要
で
あ
る
。
こ
の
仕
事

は
も
う
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
の
領
分
に
な
る
。
こ
こ
に
も
フ
オ
ク
ロ
ア
と
エ
ス
ノ
ロ
ジ
ー
と
の
提
携
が
必
要
と
す
る
大
切
な
領
域
が
あ
る
」

と
述
べ
て
い
る
。

直
江
広
治
の
「
比
較
民
俗
学
」
の
提
唱
は
、
方
法
と
い
う
よ
り
、
歴
史
的
な
人
的
移
動
、
文
化
交
流
を
背
景
と
し
た
対
象
の
問
題
で

あ
る
。
南
島
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
へ
辿
っ
て
い
く
ル
ー
ト
で
も
、
朝
鮮
、
華
中
、
華
南
、
イ
ン
ド
シ
ナ
へ
の
ル
ー
ト
で
も
、
い
わ
ゆ
る
日

本
人
の
起
源
を
意
識
し
て
い
る
。
し
か
し
、
民
俗
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
得
る
歴
史
は
上
限
が
あ
り
、
悠
遠
な
起
源
ま
で
辿
り
つ
く
こ
と

が
で
き
な
い
し
、
文
化
要
素
の
類
似
を
持
っ
て
直
接
伝
播
や
影
響
関
係
ま
で
論
じ
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
実
際
そ
れ
以
降
、
直
江
流
の

「
比
較
民
俗
学
」
は
あ
ま
り
展
開
で
き
な
か
っ
た
。


